
三省堂「明解　現代文Ｂ」
尚文出版「国語必携パーフェクト演習」
尚文出版「常用漢字クリア」　その他自主教材

月
文字と語句 基本熟語・難読語（Ｐ２４・Ｐ２５）

随想一 待つということ

文字と語句 難読語・四字熟語（Ｐ５０・５１）

随想一 春 中間考査

文字と語句

小説（一） 水かまきり
期末考査

表現問題（Ｐ８２～Ｐ８９）

終業式

文字と語句
始業式

小説（一） 神様探索隊

文字と語句

評論一
中間考査

進学・就職試験対策

随想二 創造する力

　 進学・就職試験対策
期末考査

小説二 こころ

小説二 こころ

卒業考査
進学・就職対策　自主教材

2

12
 
　
 

3
　

1

8 「私」の心情・思考を読み取り、人間の
心や孤独、通じ合うことなどについて理
解を深め、自分なりに主題に対する考
えを深めていく。

　
　
　

12

8 人と人との間に横たわる闇と孤独、エゴ
イズムを鋭く見つめている点を理解す
る。

　
 

「コンコルドの誤り」に象徴されているも
のが何であるかを理解する。

　過去問等を行い、試験対策に繰り返し
練習をする。特に漢字を復習する。

11

10 人間とチンパンジーとの比較により見い
だせる人間独自の特徴を捉える。　

3 　過去問等を行い、試験対策に繰り返し
練習をする。特に熟語を復習する。 

10

10
　
3

コンコルドの誤り

9

10 登場人物がそれぞれの場面でどのよう
な思いで行動しているか理解する。 

表現問題（Ｐ９２～Ｐ９７）
4 　言葉の由来を確かめながら、演習を

行い、定着を目標とする。 

8

　
　

表現問題（Ｐ９０・９１）
3 　四字熟語や、同義語・対立語などを、

内容を説明しながら演習する 

7

6 　書き取りの演習と共に、小テストを行
い学力を定着させる。　

 

6

4 　重要な漢字を書き取ることが出来るよ
うに、繰り返し演習を行う。 

10 擬声語などで表現された主人公二人の
微妙な心を動きを理解する。 

特殊な漢字・反対語・同音異義語（Ｐ
７６・７７）

5

3 　漢字演習と共に、小テストを通じて、漢
字の読解を徹底する。　

6 人間と自然との関係について考えを深
め、自然のなかで生きる意義を考える。10

4

3 　頻出の漢字の読みに慣れるために、
繰り返し漢字演習を行う。　

10 異文化について書かれた文章を読み、
人と人との関わりについて考えを深め
る。

時間 学習のポイント

使用教材

その他

年　　間　　授　　業　　計　　画
主な学校行事項　　目 学　習　内　容

概　　　　要

学習方法
　現代文の読解力を養うために、授業で板書をしながら、生徒に理解させるようにする。また、国語常識・漢字の力を養成するた
めに、「国語必携パーフェクト演習」を用いて、書く力、読む力のスキルアップをする。

評価の観点・
　規定に従い、一学期・二学期・三学期とも、定期考査の考査点と平常点・出席点で評価する。平常点については観点別評価を
踏まえ評価する。

評価方法

 ３ 単位

対象学年
第３学年

履修形態 必修 授業形態 一斉授業情報総合科
情報・アートコース

入学試験対策を行うと共に、就職の生
徒に対して語彙を増やし、文章が作成
できるように適時指導していく。

教科名 国語 科目名 現代文B 単位数

科目の目標
　本コースは、就職・進学と進路がさまざまであるのが特徴である。そこで、社会に出る時に必要である、漢字力・
国語常識に加え、国語総合で学んだ読解・鑑賞・読書の方法の習得を目指し、ものの見方、考え方を深めること
が目標である。

学習内容の 　三省堂「明解　現代文Ｂ」を授業の基本としつつも、漢字・国語常識については、尚文出版「国語必携パーフェクト演習」を用い、
読解力・表現力・国語常識を養う。



〇文明のおこり　〇諸地域世界の形成と交流　〇一体化に向かう世界

山川出版社｢改訂版世界の歴史」

月
入学式

２　東アジア世界Ⅱ

中間考査

５　西アジア世界Ⅰ

６　西アジア世界Ⅱ

期末考査

８　ヨーロッパ世界Ⅰ 終業式

９　ヨーロッパ世界Ⅱ

始業式

第２章　世界の一体化の始まり

１０16世紀の世界と一体化の始まり

１１　明代の東アジア

１２　清代の東アジア

中間考査

１７　宗教改革

１９　絶対王政と議会王政 期末考査

終業式

２０　東ヨーロッパの専制

始業式

第三章　近代の世界

学年末考査

終業式

17世紀イギリスの２つの革命について、その命
名の理由を明らかにすることを通じて、両者の性
格の違いの相違についても理解できる。

三角貿易と呼ばれる循環貿易の一環について
の理解を深める。

新大陸のもたらした富が、スペイン世界帝国の
繁栄の基礎をなしたことを理解し、また、スペイ
ンが没落してオランダが派遣を握った要因を多
面的に考察できる。

オーストリアやプロイセンなどの宮廷とモーツァ
ルトらの音楽家の関係に興味を抱くことが出来
る。

新しいヨーロッパ、イタリアとネーデルラント、科
学技術、戦争の時代

ユーラシアの繁栄、アジアの通商、香辛料と銀

明の建国と発展、近接諸国との動向、北虜南倭と明の衰退

教科書の年表などを用いて、叙任権闘争を始め
とする聖俗の権力間の争いを整理し、その背景
について多面的に考察できる。

アメリカ先住民の国家・文明が、少数のヨーロッ
パ人の手でもろくも滅ぼされてしまったなぜか、
その原因を考察できる。近代世界の開幕を世界
観・人間観を含む文化・思想の上で告げるものと
してのルネサンスの歴史的意義に気付くことが
出来る。

16世紀の世界にあっては、物質的な豊かさや高
度な精神文化の中心は、繁栄するアジア諸国に
あったという点に注目できる。世界の一体化に向
かう動きが始まったヨーロッパと、明を中心とした
国際秩序に向かうヨーロッパを対比的にみること
が出来る。ヨーロッパがアジアに進出を始めたこ
ろ、アジアでは清という強大な帝国が成立し、繁
栄していたことに注目することが出来る。

3 1年間のまとめ

1年間の学習のまとめをおこなう。

2

2

2

2
２２　啓蒙とアメリカの独立 2

2
2

1
２１　大西洋経済

啓蒙思想誕生の背景を多面的にとらえ、その後
のヨーロッパにあたえた影響を客観的に整理で
きる。

2

2

東ヨーロッパの社会と政治、プロイセンとオースト
リア、ロシア帝国

ヨーロッパ経済の成長、大西洋の三角貿易、西
欧を中心とする経済

啓蒙の世紀、革命の時代、アメリカ独立革命。

12

2
2
2

11

スペインの黄金時代、オランダの繁栄、17世紀
の戦乱、主権国家体制。

2
2

2

１８　スペインの時代からオラン
ダの
時代へ

2
フランス議会王政、イギリス議会王政

10

2

2

2

2

１５　大航海とアメリカ征服
スペイン・ポルトガルの海外進出、アメリカの征
服・植民地化

9

2
2
2

2

8

2都市と商業の復活、ローマ教会の発展、十字
軍、王権と集権国家の成長

１６新しい時代の始まりとルネ
サンス

信仰の刷新、ルターと諸侯、カルヴァンとユグ
ノー、イギリス国教会、カトリックの改革

7

ヨーロッパの風土と人々、古代ギリシャ世界、ヘ
レニズムの誕生、古代ローマ帝国

2 近代世界にとっての「古典古代」としてのギリシャ
諸都市国家やローマ帝国の歴史的意義につい
て考察できる。2

2 西欧の中世社会を、封建的主従関係と領主制
の2層構造として、立体的に考察できる。

6

2
2

イスラーム教の誕生、カリフの時代、トルコ系・モ
ンゴル系の人々の登場。

2

2

７　古代地中海世界

西アジアの風土と人々、古代の大帝国、文字の
誕生、一神教のふるさと

人類最古の農耕文明が形成された西アジア世
界の巨大な歴史的意義に気付くことが出来る。

アフリカから東南アジアに及ぶ地理的広がりの
認識から、ムスリムの支配領域としての「イス
ラーム世界」の歴史的由来に関しての主体的な
関心を持つことが出来る。

ゲルマン人の国々、フランク王国、封建社会の
形成、ビザンツ帝国（東ローマ帝国）

文明化を進める日本にとっての最初のモデルと
して、隋・唐帝国の構造・文化に関心を持つこと
が出来る。

東アジア世界の形成、東アジア世界の変容、北
方民族と中国の一体化

「朝貢の使者」の図版から、様々な地域から使者
が来訪する中華帝国の広がりについて関心を持
つことが出来る。

使用教材

その他

年　　間　　授　　業　　計　　画
項　　目 学　習　内　容 時間

情報総合科

5

2
2
2

4
2
2

2

第1部　世界の一体化
と日本
第1章　世界の諸文明
１　東アジア世界Ⅰ

東アジアの風土と人々、中国文明の誕生、秦・
漢代、北方民族の侵入と隋・唐の統一

学習のポイント 主な学校行事

教科名 地歴科 科目名 世界史Ａ 単位数 2単位

清の統合東アジア世界の拡大、清代の社会、東
アジアとヨーロッパの文化交流

科目の目標

学習内容の
概　　　　要

学習方法

評価の観点・

対象学年
第3学年

履修形態 必修

世界の歴史を、我が国の歴史と関連付けながら理解させ、人類の課題を多角的に考察させることによって、
歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。

教科書・ノート・地図・資料集の活用をベースに基礎的知識を学び、世界の歴史の流れや各文化の特色、現代
世界の形成の歴史的過程を把握させる。

授業形態 一斉授業

評価方法

基礎的知識を身につけるとともに、世界の歴史の大きな枠組みと流れに対する関心と課題意識を高め、意欲
的に追求しようとする姿勢に着目したい。
定期考査・主体的な学習への取り組み・出席状況などを総合的に評価する。



規定に従い、一学期・二学期・三学期とも、定期考査の考査点と平常点・出席点で評価する。

平常点20点は授業態度・意欲・提出物の状況・理解度の４項目各５点で評価する。

評価については、観点別評価を踏まえるものとする。

月
始業式

中間考査

進路合宿

期末考査

終業式
夏期補習

始業式

中間考査

期末考査

終業式

始業式

卒業考査

卒業式

終業式

1
2
2
2

2

2
2
2
2

3

2
2
2

各自購入している就職試験問題
集を独力で解答することにより、
数学Ⅰ、数学Aの基礎を理解す
ると共に、解答、解説を通して、
より深く数学Ⅰ、数学Aの知識の
習得と技能習熟を図る。

12
2
2
2

11

2
2
2
2

10

2
2
2
2

8
2

9

2
2
2
2

6

2
2
2
2

2
2

5

2

2
2

4
2

就職試験問題集を自らが解き、
解説と比較検討し、数学Ⅰ、数
学Aの理解を深める。

就職試験対策

7

2
2
2

年　　間　　授　　業　　計　　画
項　　目 学　習　内　容 時間 学習のポイント 主な学校行事

評価の観点・
評価方法

使用教材 最新　数学Ⅰ、Ａ（数研出版）・新編実用数学セミナー

その他

学習方法
基礎的な問題から、就職試験レベルのくせのある問題まで様々な問題を自らが解答することにより知識の習
得と技能の習熟の徹底を図る。また、教科書の説明を通じて基礎的な知識を習得し、練習問題を解くことによ
り内容理解と習熟の徹底を図る。

対象学年
第３学年

履修形態 必修 授業形態
学級単位/
一斉授業

ビジネス総合科

情報総合科

科目の目標
進学や就職など多岐にわたる進路希望に対応し、社会生活を送る上で必要となる数学的考え方と基礎的な知
識の習得および技能の習熟を図り、それらを的確に活用する能力を伸ばすとともに、数学的な見方や考え方
のよさを認識できるようにする。

学習内容の １年生のときに学習した数学Ⅰ、数学Ａの復習を中心に、様々な問題を通して数学Ⅰ、数学Ａの知識の習得と
技能の習熟の徹底を図る。また、就職試験などに出題される問題演習で実践的な力を身に付ける。概　　　　要

２　単位教科名 数学 科目名 数学演習 単位数



月

始業式

　１編　宇宙における

　　　　　　地球

宇宙の構成

太陽の誕生と将来

太陽系の構造 中間考査

生命の惑星・地球

期末考査

　２編　活動する地球

地球大きさ 終業式

地球の内部構造

プレートの運動

火山の分布 始業式

地震のしくみ

　３編　移り変わる地球

地層の形成

中間考査

地質時代とその区分

　４編　大気と海洋 大気の構成 期末考査

　５編　地球の環境 地球の熱平衡

海洋の大循環 終業式

地球の環境

日本の自然環境

始業式

卒業考査

教 科 名 理 科 科 目 名 地 学 基 礎 単 位 数 ２ 単 位

対 象 学 年
第 ３ 学 年

履 修 形 態 必 修 授 業 形 態 単 独
情 報 総 合 科

科 目 の 目 標 自然科学の地学分野における一般的な教養を身に付けさせることを目標とする。

学 習 内 容
地球を取り巻く自然環境と地球が属する太陽系または宇宙について考察する能力と態度を身に付けさせる。

の 概 要

学 習 方 法 教科書に沿って進め、視聴覚教材を利用しながら、教科書の内容を理解させる。

評 価 の 観 点 規定に従い、一学期・二学期・三学期とも、定期考査の考査点と平常点・出席点で評価する。

・ 評 価 方 法 平常点20点は授業態度・意欲・提出物の状況等で評価する。

使 用 教 材 第一学習社　「地学基礎」，第一学習社　「ネオパルノート　地学基礎」

そ の 他 生徒の進路や習熟度に応じて宿題提出をさせる。

年　　間　　授　　業　　計　　画

項　　目 学　習　内　容 時間 学習のポイント 主な学校行事

4
ビッグバンから始まる宇宙の進化
と、それに伴ってできた恒星や銀
河について学ぶ。
また、私たちが住む地球を含めた
太陽系の成り立ちと、太陽や諸惑
星の特徴を理解する。

5 20

6

私たちの住む地球の構造を理解
し、地球の表層・内部では様々な
変化がおきていることを学ぶ。
地震のメカニズムや地震災害、火
山の種類と噴火によってできた火
成岩について学ぶ。

7

8
20

9

地球表層環境と生物の進化との関
わりを学ぶ。
また、地層の形成過程や地質構造
とその変化について理解を深め
る。

10
化石 20

2

3

11

地球環境の変動や自然災害につ
いて、これからの地球環境の保全
に向けた取り組みや代替エネル
ギーについて学ぶ。12

大気の大循環

20

1



　運動やスポーツの基礎・基本や安全について、しっかり学習し、自分で計画、工夫していける能力を高める。

　陸上・マット運動・サッカーを通して、グループ活動の中で協調性を養う事で、関心や意欲を高める
とともに互いに協力して運動ができるようにする。

　規定に従い、１学期・２学期・３学期とも実技試験と平常点で評価する。平常点２０点は授業態度や意欲、
出席点で評価する。

　

月
4 　跳躍 自己の能力に応じた課題を 始業式

目指し計画的な練習の仕方を
工夫する。

5 　
　投てき

中間考査

6 　

　競走
期末考査

7 　
　跳躍・投てき・競走 測定。

終業式
夏期補習

8

始業式
パスの種類を覚える。

9 　（オーバーパス、アンダーパス）
　パス 正しいパスの仕方を学ぶ。

学校祭
10 サーブの種類を覚える 中間考査

　ドリブルシュート
正しいアタックの仕方を覚える

11
　ゲーム 協調性を高める学習をする。

期末考査
12

　パス パスの種類を覚える。
正しいパスの仕方を学ぶ。 終業式
ルールを学ぶ。

1
　ドリブルシュート ドリブルとシュートのタイミング 始業式

に注意しながら練習する。

2 入試
　ゲーム 協調性を高める学習をする。

期末考査
3

終業式

対象学年

教科名

必修

体育

履修形態

科目名

情報総合科

　　保健体育

第3学年

3

合併クラス単位

３　単位

授業形態

単位数

　運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高め、運動の楽しさや喜びを深く味わう
ことができるようにし、自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、公正、協力、責任、参画などに対す
る意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。

3

3
3

3

3

3

3

3
3

3

3
3

学習のポイント 主な学校行事

陸上

3

3
3
3

評価の観点・

3

3

年　　間　　授　　業　　計　　画
項　　目 学　習　内　容 時間

学習方法

科目の目標

評価方法

学習内容の
概　　　　要

3

その他

使用教材

3

3

3

3

3

3

3

3

バスケットボール

バレーボール

3

3
3
3



　規定に従い、１学期・２学期・３学期とも実技試験と平常点で評価する。平常点２０点は授業態度や意欲、
出席点で評価する。

　

月
4 　跳躍 自己の能力に応じた課題を 始業式

目指し計画的な練習の仕方を
工夫する。

5 　
　投てき

中間考査

6 　

　競走
期末考査

7 　
　跳躍・投てき・競走 測定。

終業式
夏期補習

8

始業式
　サーブ サーブの種類を

9 覚える
　乱打 回数を決めて連続で

打ち合えるようにする。
学校祭

10 　スマッシュ スマッシュの種類を覚えて、 中間考査
思い切り打てるようにさせる。

　ゲーム 協調性を高める学習をする。
11

期末考査
12 　パス パスの種類を覚える。

正しいパスの仕方を学ぶ。
終業式

1
　ドリブルシュート ドリブルとシュートのタイミング 始業式

に注意しながら練習する。

2 入試
　ゲーム 協調性を高める学習をする。

期末考査
3

終業式

　　　保健体育

対象学年

教科名

必修 授業形態 合併クラス単位

３　単位単位数体育科目名

バスケットボール

第３学年

情報総合科女子 履修形態

科目の目標

学習内容の

概　　　　要

　運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高め、運動の楽しさや喜びを深く味わう
ことができるようにし、自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、公正、協力、責任、参画などに対す
る意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる。

運動やスポーツの基礎・基本や安全について、しっかり学習し、自分で計画、工夫していける能力を完成させ
る。

学習方法

評価の観点・

評価方法

使用教材

その他

　陸上・バドミントン・バスケットボールを通して、グループ活動の中で協調性を養う事で、関心や意欲をより高
めるとともに常に互いに協力して運動ができるようにする。

年　　間　　授　　業　　計　　画
項　　目 学　習　内　容 時間 学習のポイント 主な学校行事

陸上

3

3
3
3
3
3
3
3
3

3
3

バドミントン

3
3
3
3
3
3
3
3
3

3
3
3
3
3
3

3
3
3

3
3
3



最も基本的な中学校の英語の復習からスタートし、高校の英語力も身につけることができるようにする。

異文化理解・国際理解を中心テーマに、地球環境問題、国際協力、比較文化、言語と民族、外国の

高校生活、物語など、多彩な題材をとりあつかう。
生徒の実態に応じて，問題集やプリントなど補助教材を併用し、中学校における基礎的な学習事項を復習
整理し、習熟するように指導する。

規定に従い、一学期・二学期・三学期とも、定期考査の考査点と平常点・出席点で評価する。
平常点20点は授業態度・意欲・提出物の状況・理解度の４項目各５点で評価する。

ＶＩＳＴＡ English Communication Ⅰ(三省堂）
TRY YOUR BEST 基本英文法　WORKBOOK　(浜島書店）　
ベーシック　プログレッシブ　英和・和英辞典　（小学館）

月
4 Ｖｉｓｔａ English Com.  I モタラー地雷で足を失ったゾウは、その後・・・ 受け身 始業式

Ｌｅｓｓｏｎ８ 人間のおこなっていることのど
WORKBOOK のような面をモタラの話が象徴

しているか考える。
5 TRY YOUR BEST 受動態（１）～（４）

中間考査
TRY YOUR BEST 関係詞(1)関係詞(2)

6 Ｖｉｓｔａ English Com.  I ミッフィーの生みの親、ディック・ 関係代名詞
Ｌｅｓｓｏｎ９ ブルーナ 「ミッフィー」でおなじみのディッ

WORKBOOK ク・ブルーナーの社会的役割を
知る。 期末考査

7 TRY YOUR BEST まとめ

終業式
夏期補習

8

TRY YOUR BEST 関係詞(5) 始業式
9 Ｖｉｓｔａ English Com.  I ピアニスト、辻井伸行 関係副詞・形式主語It

Ｌｅｓｓｏｎ１０ 辻信行さんのインタビューを通
WORKBOOK して、偉業を達成するためには
TRY YOUR BEST 代名詞(2) 何が大切かを考える。

10
中間考査

Ｖｉｓｔａ English Com.  I 自然からの贈り物 分詞構文
Ｌｅｓｓｏｎ１１ 自然界からヒントを得て作られ

11 WORKBOOK たものが私たちの暮らしを便利
にしていることを知る。

TRY YOUR BEST 分詞(1)分詞(2)
期末考査

12 仮定法過去
Ｖｉｓｔａ English Com.  I

Ｌｅｓｓｏｎ１２ 終業式

1
WORKBOOK 始業式
TRY YOUR BEST 仮定法(1)接続詞(6) 卒業考査

2
WORKBOOK 総復習
TRY YOUR BEST

3 卒業式

ジョブズが私たちに残してくれた
ものは

革命をもたらしたスティーブジョブズ
についてのブログを読んで、彼が
語った言葉の持つ意味を考える。

2
2
2
2
2
2
2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2

2
2

2
2
2
2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

使用教材

その他

年　　間　　授　　業　　計　　画
項　　目 学　習　内　容 時間 学習のポイント 主な学校行事

学習方法

科目の目標

学習内容の

評価の観点・

評価方法

学級単位

２単位

情報総合科

概　　　　要

単位数科目名外国語（英語）教科名

対象学年
第３学年

英語演習I

履修形態 必修 授業形態



・評価の観点は①家庭科への関心，意欲，態度　②生活課題を主体的に解決するために思考，判断　③基礎

　的，基本的な技術の習得状況及び表現　④知識，理解　の４項目とする。

・評価の方法は，規定に従い考査の成績とノート，プリント提出状況，実習への参加，態度などを各学期ごと

　にまとめる。また，授業中の学習態度，出席状況について考慮し，総合的に評価する。

月
4 １章　 始業式

5 ２章　 第１節　子どもの発達
次世代をはぐくむ 第２節　親の役割

中間考査

6 ３章　 第１節　高齢期を生きる
充実した生涯へ

第１節　境保障制度と福祉
第２節　ともに生きる社会をめざして

7 ５章 第１節　人の一生と食事 期末考査
食べる 第２節　栄養と食品

終業式

8 ５章　 第３節　食生活の安全のために
食べる

始業式

9 ５章　 第４節　食生活をデザインする

学校祭
10 ６章　 第１節　人の一生と被服 中間考査

装う 第２節　被服材料と管理

11 ７章　 第１節　人の一生と住まい
住まう 第２節　住生活の計画と選択

12 ８章　 第１節　私たちの暮らしと経済 期末考査
経済生活を営む 第２節　消費者問題を考える

第３節　持続可能な社会をめざして 終業式

1 ９章　 これからの生活を考える
生活をデザインしよう 始業式
１０章 卒業考査

2

3 卒業式

生活の充実・向上をめざして

「ホームプロジェクト」と「学校家庭ク
ラブ活動」

2
2
2

2

評価方法

2
2

使用教材

3

その他

項　　目

4
4

8

学　習　内　容

第３節　子育て支援と福祉

学習方法

学習内容の

評価の観点・

概　　　　要

・問題解決の過程を大切にし，授業で身に付けた知識や技術を日常生活の中で生かし，日々の生活改善，充実に努める。

ともに生きる社会をめざして　人の一生と家族・家庭・福祉

自立した生活をめざして　生活の自立と健康・安全

・新聞等で社会の動きを把握するとともに，自分の家庭及び地域の実態にも目を配り，そこに存在する生活課題を見つけ，
課題意識を持つ。

教科名 科目名

人の一生と家族・福祉，衣食住，消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、
家庭生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。

科目の目標

対象学年

家庭 家庭基礎

情報総合科

「家庭基礎　ともに生きる・持続可能な未来つくる」（第一学習社），課題プリント

4

２　単位

必修 一斉授業
第3学年

単位数

履修形態 授業形態

年　　間　　授　　業　　計　　画

第１節　青年期を生きる
時間 主な学校行事学習のポイント
2

第２節　家族・家庭と社会とのかかわり
人の一生を生涯発達の視点でとら
え、家族・家庭の意義を理解し、家
族の一員としての意識を持つ。

衣服の機能や着装、材料などの基
礎的な知識と技術を習得し、家族の
衣生活を健康で快適に営むことがで
きるようにする。

住居の機能，住生活と健康，安全な
どに関する基礎的な知識と技術を
学び、家族の住生活を健康で快適
に営むことができるようにする。

2

ともに生きる
3

食べる

４章　

4

子どもの発達、保育、福祉をとおし
て、健全な発達を支える親や社会の
役割を理解し、保育への関心を深め
る。

2
1

2 高齢者に対する正しい認識から介
護の基礎など体験的な学びと役割
を知る。
くらしを支える福祉のあり方を理解する。

栄養・食品・調理・食品衛生などに
関する基礎的な知識と技術を習得
し、家族の食生活を健康で安全に営
むことができるようにする。

3

4

2

4

これからの生き方と家族

家庭経済や消費生活に関する基礎
的な知識を学び、現代の消費生活
の課題を認識し、消費者として責任
をもって行動できるようにする。

家庭科の学習から課題を見つけ生
活に生かす。

第２節　高齢社会を支えあう



PowerDirectorを使い、静止画、動画の加工・編集を通しコンピュータの有効利用を学ぶ。

　副教材　、その他　各種プリント

月
4

・トランジション ・エフェクト 入学式
・タイトル ・トリミング
・BGM

5
動画作成（３０秒）
発表 中間考査

6 動画作成（３０秒）
発表

7 動画作成（６０秒） 期末考査
発表

終業式
8

始業式

9 ・３Dムービー ・PIP
・ペイントデザイナー
・パーティクルエフェクト 全商情報処理検定

10 PowerDirector個人作品発表 中間考査

11 EDIUSの利用 ・エフェクト・タイトル・オーサリング

12 動画作成（６０秒） 期末考査
発表

終業式
1

始業式

卒業考査
2

3 卒業式

終業式

各学期でPowerDirectorを基に課題作品や自主テーマ作品を制作する。本校の内規に定める平常点（２０％）の
部分と出席点（１０％）、課題作品点（７０％）とし、作品、意欲、態度を総合的に評価する。

CyberLink社PowerDirectorオフィシャルブック

PowerDirectorの基礎

PowerDirectorの活用

Magic Movie の利用

3

10

16

16

16

10

16

10

学習方法 実習課題を行い理解をさらに深めていく。　そのため放課後にも自由にコンピュータを使用できる環境を整備し提供する。

年　　間　　授　　業　　計　　画
項　　目 学　習　内　容 時間

評価方法

使用教材

その他

11

授業形態 クラス単位

学習のポイント 主な学校行事

情報コース

学習内容の ビジネスを実践するための基礎・基本の能力や、スペシャリストを目指すための基礎・基本となる能力を育成する。

概　　　　要

評価の観点・

対象学年 情報総合科 履修形態 必修

科目の目標
ビジネスの諸活動に関する情報を合理的に処理し、活用する態度を育てる。

特に、近年急速に普及してきたハイビジョンに対応した高画質の画像編集の習得。

単位数 3

第３学年

教科名 商業 科目名 課題研究



①　文書作成ソフトを活用し、効果的な文書を作成する。
②　文書作成にかかわる技術や専門知識を習得する。
③　タッチタイピングの技術を向上させる。
④　全商ビジネス文書検定試験１級の合格を目指す。
⑤　文書作成ソフトの様々な機能を習得し、活用できるようにする。

①　授業中の課題・実習などの提出状況及びその内容。
②　出欠状況及び授業に対する取り組み方。
③　定期考査の得点。
Word実習問題集・ビジネス文書検定問題集

月
4 応用文書の作成 文書作成 様々な編集機能を活用し、文書を 始業式

作成する。
文章の入力練習

5 演習 文書作成演習 様々な編集機能を活用し、制限
時間内に指示された文書が作成

文章の入力練習 できるようにする。 中間考査

6

ビジネス文書検定
期末考査

7 表現力に富んだ 書式設定とスタイル 書式とスタイルを活用し、応用
文書の作成 　文字書式 文書が作成できるようにする。

　段落書式 終業式

8 Word応用 　スタイルの登録と利用

始業式

9 Word応用 オブジェクトの利用 オブジェクトに関する様々な
　グラフの作成 機能を活用できるようにする。

10 Word応用 　SmartArt
　図形の編集 中間考査

11 Word応用 　クイックパーツの活用 クイックパーツに関する機能を
活用できるようにする。

ビジネス文書検定
期末考査

12 Word応用 　地図の貼付け
　画像の調整

終業式

1 Word応用 差し込み印刷 作成した文書の印刷方法について 始業式
より実用的な技術を身につける。

卒業考査

2

3 卒業式

8

6

6

6

8

2

8

8

6

8

評 価 の 観 点 ・
評 価 方 法

授業形態 実　習

そ の 他

使 用 教 材

第3 学 年
情報総合

情報コース

6

商　業

科 目 の 目 標

単位数 ２単位

対 象 学 年

教科名 科目名 文書デザイン

必修履修形態

主な学校行事時間
年　　間　　授　　業　　計　　画

項　　目 学　習　内　容 学習のポイント



月
4

Photoshopの基本操作 始業式
ドキュメントウィンドウ
ペイントツール・択範囲

5 画像の補正・色調補正
画像の合成・フィルタ
ロゴの作成・WEB素材 中間考査

6

３年進路合宿

7 Ｉｌｌｕｓｔｒａｔｏｒの基礎 Illustratorの基本操作 期末考査
基本図形の描画・パスの作成
オブジェクトの編集 終業式
ポストカードの作成

8 イラストの作成
ロゴ・デザインの作成
シンボルマークの作成
地図の作成 始業式

9 グラフの作成

全商情報処理検定

10 中間考査

11

12 作品制作 期末考査

終業式

1
始業式

卒業考査

2

3 卒業式

終業式

商業 科目名 単位数 4

第３学年
対象学年 履修形態 必修 授業形態 クラス単位

教科名

学習内容の Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐは写真修正、Ｉｌｌｕｓｔｒａｔｏｒはイラストの描画に優れており、この２つの基礎知識と基本操作ができるよう
に学習し、自主作品を制作する。概　　　　要

学習方法
コンピュータ室での実習が中心になる。そのため昼休憩や放課後にも生徒が自由にコンピュータを操作できる環境
を整備し、作品制作の時間がより多くもてるようにする。

情報総合科

科目の目標
デジタル化の波はあらゆる場面で波及している。ＰｈｏｔｏｓｈｏｐとＩｌｌｕｓｔｒａｔｏｒは、デジタル画像を扱う定番のツールで
あり、デザインの専門家でなくとも、ホームページを制作や、営業・企画でプレゼンテーションをするうえで使いこなせ
ると便利なツールである。ＰｈｏｔｏｓｈｏｐとＩｌｌｕｓｔｒａｔｏｒの基礎操作・知識を中心に学習し理解する。

主な学校行事

評価の観点・
各学期でＰｈｏｔｏｓｈｏｐとＩｌｌａｓｔｒａｔｏｒを基に課題作品や自主テーマ作品を制作する。本校の内規に定める平常点（２
０％）の部分と出席点（１０％）、課題作品点（７０％）とし、作品、意欲、態度を総合的に評価する。

評価方法

使用教材
実教出版　コンピュータデザイン　、　Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ＆Ｉｌｌｕｓｔｒａｔｏｒ
副教材　、その他　各種プリント等

Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐの基礎 54

その他

年　　間　　授　　業　　計　　画
項　　目 学　習　内　容 時間 学習のポイント

68

22

コンピュータ
デザイン

Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐの写真素材の画像
編集の基礎知識および基本操作
の理解

Ｉｌｌｕｓｔｒａｔｏｒでイラスト描に画の関
する基礎知識および基本操作
の理解

Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ・Ｉｌｌｕｓｔｒａｔｏｒの学習
を基に各自のテーマで作品制作
し提出



教 科 名 商  業  科 目 名 ビジネスアート 単 位 数 ４ 単位 
対象学年 第３年情報総合科アートコース 履修形態 必修 授業形態 クラス別一斉 
科目の目標 デザインの基礎をもとに実用的なアート作品を制作・発表します。 
学習内容 デザインを中心に実用的なアートの技術を学びます。 
学習方法 基礎的技術をもとに実習・制作を行います。 
評価の観点 
評価方法 

規定に従い、中間・期末の考査点と平常点・出席点で評価する。平常点については、

授業中の態度・姿勢・提出物の状況を客観的に判断し評価する。 
使用教材 実教出版「商業技術」・アイシー「ART KIT」マンガ・イラストの描き方 

日本色研「カラー＆ライフ」・日本色研「色彩」 
その他 補習（進度・習熟度に応じて実習中心に補習を行う） 

年  間  授  業  計  画 
月 項 目 学習内容 時間 学習のポイント 学校行事 備考 

４ デザインの実習 実用的なアートを分

野別にデザインする 
１２ ラフスケッチを制作す

る 
始業式  

５ 色彩の応用 色彩見本の作製 
造形学習 

１５ 表現する喜び 
色彩の大切さ 
見本の作成 

中間考査  

６ 漫画・ポスター 
シルバーアクセ

サリー選択 

制作計画の作成 
 

１６ 計画案の発表・計画案の

見直し 
  

７ 小品の作成 
 
 

複数の小品作成 
 
 

１２ 複数の小品作成により、 
完成作品の問題点を探

り、改善する 

期末考査 
終業式 
夏期講座 

 

８ 小品見本発表 視覚学習  ４ 各自、見本発表 始業式  
９ 作品の見直し 作品の見直し １６ 作品の最終決定   

１０ 作品制作 漫画作品制作 
ポスター 
シルバーアクセサリ

ー選択 

１６ 作品制作 中間考査  

１１ 作品制作 漫画作品制作 １６ 作品制作   
１２ 作品制作 漫画作品制作 １４ 作品制作 期末考査 

終業式 
 

１ 作品完成・発表 
レポート提出 

漫画作品完成・発表 
レポート提出 
 

１０ 作品完成 
発表（米子市美術館） 
レポート提出 

始業式 
卒業考査 

 

２ レポート提出 レポート提出 １４ レポート提出   
 

 
 

 
 



教 科 名 商  業 科 目 名 課題研究 単 位 数 ３ 単位 
対象学年 第３年情報総合科アートコース 履修形態 必修 授業形態 ２クラス合併 

科目の目標 デザインの基礎・表現・実際を学習・習得します。 
学習内容 衣食住に必要なデザインを学びます。 
学習方法 基礎的技術をもとに実習・制作を行います。 

評価の観点 
評価方法 

規定に従い、中間・期末の考査点と平常点・出席点で評価する。平常点については、

授業中の態度・姿勢・提出物の状況を客観的に判断し評価する。 
使用教材 実教出版「コンピュータデザイン」 
その他 補習（進度・習熟度に応じて実習中心に補習を行う） 

年  間  授  業  計  画 
月 項 目 学習内容 時間 学習のポイント 学校行事 備考 

４ 造形の基礎 デザインとは、何か

を学ぶ 
 ７ デザインがもたらすも

のを理解させる 
始業式  

５ 造形の要素 形態・色・材質感･空

間・時間 
１３ 造形の要素を理解させ

る 
中間考査  

６ 造形の構成 
 

構成の基本 
 

１０ 数理的秩序・調和を理解

させる 
  

７ 観察から表現へ 
 
 

観察 
表現の課程と技法 
 

 ９ 観察から表現する 
 

期末考査 
終業式 
夏期講座 

 

８ 観察から表現へ 
 

観察 
表現の課程と技法 
 

 ３ 観察から表現する 
 

始業式  

９ メッセージと表

現 
記号による意味 １２ 表現アイデアの手法   

１０ 身近な生活のデ

ザイン 
自分をデザインする １４ 自分をデザインする 中間考査  

１１ 身近な生活のデ

ザイン 
学校をデザインする １１ 学校をデザインする   

１２ 身近な生活のデ

ザイン 
学校を情報化する  ９ 学校を情報化する 期末考査 

終業式 
 

１ 知らせるデザイ

ン 
広告ポスターを作る  ９ 作品完成・発表 

 
始業式 
卒業考査 

 

２ 知らせるデザイ

ン 
手紙をデザインする 
学級新聞をデザイン

する 

１１ 手紙をデザインする 
作品完成・発表 
 

  

  
 
 
 
 



　副教材　、その他　各種プリント

月
4

プレゼンテーション PowerPointの基本操作 プレゼンテーションとは 入学式

5

中間考査

6

7 期末考査

終業式
8

始業式

9

全商情報処理検定

10 中間考査
プレゼンテーションの実施と反省

11

12 期末考査

終業式
1

始業式

卒業考査
2

3 卒業式

終業式

PowerPointの応用操作 プレゼンテーションのテクニック

PowerPointの応用操作

PowerPointの応用操作

作品①の改善点を踏まえ、作品
②の作成。

作品①作成。課題に従って作成

作品①の改善点を踏まえ、作品
②の発表。また、進行・表現の
再確認。

PowerPoint個人作品作成①

プレゼンテーションのテクニック

PowerPoint個人作品作成③
過去の改善点を踏まえ、作品③
の作成。

PowerPoint個人作品作成②

PowerPoint個人作品発表②

28

14

20

10

使用教材

その他

年　　間　　授　　業　　計　　画
項　　目 学　習　内　容 時間 学習のポイント 主な学校行事

評価の観点・ 　年間３回の作品制作と２回の発表を行う。実習課題は、本校の内規に定める筆記試験点（7０%）の部分を

実習点（７０%～８０%）とし、作品、意欲、態度を総合的に評価する。

評価方法

学習方法
実習課題を行い理解をさらに深めていく。　そのため放課後にも自由にコンピュータを使用できる環境を整備し提供する。

PowerPointをツールとして使用し画面構成等の基本を理解する。

学習内容の ビジネスを実践するための基礎・基本の能力や、スペシャリストを目指すための基礎・基本となる能力を育成する。

概　　　　要

科目の目標
ビジネスの諸活動に関する情報を合理的に処理し、活用する態度を育てる。

プレゼンテーションの基礎能力を育てる。

授業形態 分割クラス単位
情報コース

対象学年 情報総合科 履修形態 必修

単位数 2教科名 商業 科目名 マルチメディア基礎

第３学年

PowerPoint個人作品発表①
作品①発表。プレゼンテーション
の実施。進行や表現の工夫。



ホームページ検定

各種プリント

使用ソフト：ホームページビルダー17

月
4 WEBページの基礎 WEBページ制作の基礎

入学式

基本的なWEBページの制作
5

中間考査

6

7 期末考査

終業式
8

始業式

9

全商情報処理検定

10 中間考査

11 個人課題の制作・発表

12 期末考査

終業式
1

始業式

卒業考査
2

3 卒業式

終業式

WEBページ制作ソフトの基本操
作

ソフトウェアを利用し
てのWEBページ作成

ホームページビルダーの基本操
作。

HTML言語によるWEBページを
制作し、言語の基礎を習得させ
る。
練習問題による課題。

「メモ帳」を利用してHTML言語による簡単なWEBページの制作により、WEBページ制作の基礎を学び、ホーム
ページビルダー１７（ホームページ作成ソフトウェア）により、ソフトウェアを利用してのWEBページを制作する技
術を習得する。コンピュータを利用しての実習形式。

WEBページの基本構造を理解さ
せる。

26

共通課題による実習。

ホームページビルダーを使用
し、今までの学習を踏まえて、個
人ごとの課題を制作し、発表・提
出。

32

14

年　　間　　授　　業　　計　　画
項　　目 学　習　内　容 時間

概　　　　要

学習のポイント 主な学校行事

評価の観点・ 定期考査及び授業での課題に出席状況を加味し総合的に評価する。

また、意欲、態度を総合的に評価する。

評価方法

学習方法

使用教材

その他

2

第３学年

科目の目標

授業形態 合併クラス単位

教科名 商業

情報総合科

科目名 WEBデザイン

履修形態 選択

学習内容の

単位数

対象学年

WEBページを作成するための基礎知識・技術を習得し、情報通信ネットワークを活用することの意義や課題に
ついて考え、利用者の立場に立ったWEBページを制作できるようにする。

HTMLの学習を通じて、WEBページ作成における基礎知識を習得する。また、ホームページ作成ソフトウェアを
使用することにより、ホームページを作成する知識や技術を習得する。



さらに各グループに分かれ、グループごとによる発表を行う。

音楽作成ソフト（シンガーソングライター・ボーカロイド）

エレキギター

上記に関するテキスト

月
4 音楽の基礎知識Ⅰ 入学式

テキストによる学習

5 音楽の基礎知識Ⅱ 音符・休符の種類と長さ
を学習する。 小テストを実施 中間考査

6 音楽の基礎知識Ⅲ 拍子記号の意味を理解する。 小テストを実施

期末考査
7 音楽作成ソフト シンガーソングライターを使用

終業式

8 コード シンガーソングライターを使用

始業式

9 シンガーソングライター・
ボーカロイドを使用 全商情報処理検定

中間考査
10 課題曲の入力

11

期末考査
12

終業式

1 グループ発表 始業式

全商情報処理検定
卒業考査

2 まとめ

学年末考査
3

卒業式

終業式

音楽の基礎知識及び音楽作成ソフトに関する知識と技術を習得させ、コンピュータによる音楽の構造を理解
させる。デジタル音楽とアナログ音楽を組み合わせによる音楽の可能性・メリットなどを考えさせる。また、学
習を通じ音楽のすばらしさを体感させる。

2教科名 商業 科目名 単位数
コンピュータ
ミュージック

第３学年
対象学年 履修形態 選択 授業形態 合併クラス単位

情報総合科

科目の目標

その他

学習内容の 音楽の知識と音楽作成ソフトの技術を習得する。

概　　　　要 ギターによるコード演奏。

学習方法
音楽の基礎知識を理解させ、音楽作成ソフト（シンガーソングライター）を使用して実習課題を作成させる。

音楽作成ソフト（ボーカロイド）による単旋律による課題を作成させる。

簡単なギターによるコード演奏と音楽作成ソフトで作成したデジタル音楽を組み合わせる。

評価の観点・ 授業内に、小テスト、簡単な演奏テストを実施する。

授業ごとに課題を課し、意欲、態度を総合的に評価する。

評価方法

使用教材

年　　間　　授　　業　　計　　画
項　　目 学　習　内　容 時間 学習のポイント 主な学校行事

26

32

楽譜の基本的な記譜法を学ん
だ上で、音楽作成ソフトに楽譜
を入力させる。

各グループで発表し、各グルー
プごとの音楽の違いなどを理解
させる。

音部記号を理解し、簡単な音階
を歌わせる。

コードによる響きの違い理解さ
せ、音楽作成ソフトにコードを入
力する。

14

考査で音楽作成ソフトの組み合
わせを行う。

これまでに学習したまとめを行
い、音楽作成ソフトの音楽の構
造を理解させる。

複数の音楽作成ソフ
トの組み合わせ

ボーカロイドによる単旋律、シン
ガーソングライターによる伴奏
を組み合わせ楽曲を完成させ

グループ発表 各グループで発表し、各グルー
プごとの音楽の違いなどを理解
させる。

ボーカロイドによる単旋律、シン
ガーソングライターによる伴奏
を組み合わせ楽曲を完成させ



履修形態 必修

月 時間

4 6

5 6

6 8

7 6

8 2

9 8

10 8

11 8

12 6

1 6

2

3

３年　情報総合科  KL

その他

対象学年
科目の目標
学習内容
学習方法

使用教材

マンガ・イラストの基礎的な技術の習得を目指します。
マンガ・イラストの基礎知識を実習を通して学びます。
基礎的技術をもとに実習・制作を行います。

アイシー「漫画・イラストの描き方入門」 
補習 （進度・習熟度に応じて実習中心に補習を行う）

イラストを描く工程を実際に体験するこ
とで、道具の使い方や描き方を学ぶ

頭身、男女の骨格の違い、顔の向きに
よる描き分けを学ぶ

マンガを描く工程を学ぶ

マンガの効果や背景について学ぶ

マンガを模写し、完成させる

新聞や例題から四コマ・風刺画につい
て学ぶ

四コマもしくはストーリーマンガの話を
考え、確認する

実際に原稿用紙に描いていく

完成させる
ただし、習熟度によっては、四コマ・八
コマに切り替えさせる

ストーリーの作り方

ストーリーの作成

マンガの下書き

マンガの完成

発表

人物の描き方

マンガの描き方

効果や背景

マンガの模写

マンガの基本

マンガ・イラスト
の実習

卒業式
終業式

学習のポイント

完成させたものを発表する

中間考査

期末考査

終業式
夏期講座

始業式

中間考査

期末考査
終業式

始業式
卒業考査

期末考査

2単位

評価の論点
評価方法

規定に従い、中間・期末の考査点と平常点・出席点で評価する。平常点については、授
業中の態度・姿勢・提出物の状況を客観的に判断し評価する。

学校行事

始業式

項目 学習内容

イラストの基本

教科名 商業 科目名 マンガ・イラスト 単位数

イラストの描き方

授業形態 クラス別一斉
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